
























はじめに 

Kanner(1943)が最初に記載して以来,自閉症と呼ばれる特異な精神症状を有する〝疾患〝

或いは"症候群"が存在することは広く知られているが,その本態,病因はまだ明らかにされ

ていない。育児法の拙劣を原因とする考え方は諸家の否定するところであるが,根幹症状で

ある対人関係の欠除は乳児期早期から出現することも広く認められている。事実多くの両

親が乳児期の育て易さを指摘している。しかし,定期的乳児検診の他小児科医の検診を受け

た例でも,乳児期,特に早期に異常を認められていない。この時期に異常を適確に判定する

ことは,自閉症の早期発見を可能とし,さらに,早期治療,発症防止の他,病態の解明を容易

にすると言える。 

我々は自閉症の睡眠機構を検討し,睡眠・覚醒リズムの制御機構,特に深睡眠期に関与する

神経系に異常があることを見出した。また,この系の異常は,自閉症を特徴づける諸症状を

説明できることを,文献的に,主に,動物実験の結果から推論,乳児期早期,特に睡眠・覚醒リ

ズムが形成される生後 1～4ヵ月の睡眠・覚醒リズム発達障害が自閉症の初発症状の可能性

があることを見出した。 


